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だれもが安心  できる村づくり

村税
９億838万円
22.6％

繰入金
３億2,577万円

8.1％

地方交付税
14億1,000万円

35.1％

県支出金
３億8,110万円
　9.5％

自主財源
36.3％歳入

40億1,300万円

依存財源
63.7％

諸収入
4,798万円・1.2％

その他（使用料及び手数料）
5,471万円・1.4％

交付金…１億3,010万円・3.2％

村債
　２億730万円・5.2％

地方譲与税
１億600万円・2.6％

国庫支出金
３億2,316万円
　8.1％

分担金及び負担金
3,236万円・0.8％

寄附金
4,000万円・1.0％

財産収入
4,613万円・1.2％ 　

村
税
は
、
個
人
住
民
税
及
び
法
人
税
が
と
も
に
減
収
の
見
込
み
か
ら
、
前
年
度
比
15
％
の

減
収
。
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
な
ど
は
、
前
年
度
比
６・２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
36
・
３
％
、
依
存
財
源
は
63
・
７
％
で
す
。
ま
た
、
基

金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
３
億
２
５
７
７
万
円
で
19・
９
％
の
増
。
村
債
は
、
昭
和
中
学
校
体
育

館
屋
根
修
繕
等
に
２
億
７
３
０
万
円
で
の
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

予算額については、万円未満を四捨五入したため、必ずしも合計額と一致しておりません。

（かっこ内の数字は前年度比）

歳入

予算総額 65億8,281万円

特別会計予算

総額 25億6,981万円
国民健康保険特別会計	 13億3,265万円	 （▲50万円減）

簡易水道事業特別会計	 １億2,369万円	 （▲410万円減）

農業集落排水事業特別会計	 ３億1,358万円	 （▲4,065万円減）

介護保険特別会計	 ７億2,042万円	 （2,939万円増）

後期高齢者医療特別会計	 7,947万円	 （82万円増）

（前年度比0.6％減）

一般会  計予算
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だれもが安心  できる村づくり

平成29年度重点事業
★緑の大地ふるさとしょうわ特産品返礼事業

2,457万円

☆庁舎耐震化検討事業　　　　　　　  24万円

★子育支援助成事業　　　　　　　1,226万円

☆土曜学習・昭和未来塾事業　　　　215万円

☆昭和中学校体育館改修工事　　　6,062万円

★道路維持補修事業               １億9,399万円

☆福祉センター長寿命化環境改善事業
　　　　　　　　　　　　　　　　1,205万円

☆道の駅「あぐりーむ昭和」管理事業
　　　　　　　　　　　　　　　　1,444万円

★しょうわの農業基盤づくり支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　3,102万円

☆雨量監視システム構築事業　　　　607万円

歳出
40億1,300万円

民生費
11億1,367万円

27.8％

公債費
２億7,424万円

6.8％

衛生費
２億1,697万円

5.4％

総務費
６億2,410万円
15.6％

教育費
４億2,385万円
10.7％

消防費
１億8,094万円

4.5％

土木費
３億6,296万円

9.0％

災害復旧費…497万円・0.1％ その他…366万円・0.1％

商工費…977万円・0.2％

農林水産業費
７億2,782万円
18.1％

議会費…7,005万円・1.7％
歳出

　
財
政
健
全
化
へ
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
や
施
設
の
長
寿
命
化
、
だ

れ
も
が
安
心
で
き
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
住
民
生
活
の
安
心
・
安
全
・
子
育
て
や
生

活
の
環
境
の
向
上
を
目
指
し
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
施
策
で
す
。
土
曜
学
習
、
子
育
て

支
援
施
設
環
境
整
備
、
道
の
駅「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」の
株
式
会
社
化
に
向
け
、
新
た
な
事
業

を
行
う
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

平成29年度

予算

一般会  計予算

☆＝新規・一部拡充事業
★＝継続事業
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３
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
１
件
、
議
案
23
件
、
発
議
２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
２
人
の
議
員
が
村
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

専
決
処
分

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）

　
４
２
３
３
万
３
千
円
を
追
加

総
額

　
44
億
５
１
７
８
万
３
千
円

　
緑
の
大
地
ふ
る
さ
と
し
ょ
う

わ
特
産
品
返
礼
事
業
等
。

条
例
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
農
業
委
員
会
委
員
の
報
酬
は

能
率
給
と
し
て
、
予
算
の
範
囲

内
で
村
長
が
定
め
る
額
と
す
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
引
用
条
項
の
条
ず
れ
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

措
置
、
軽
自
動
車
税
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用
の
延

長
等
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
料
の
減
額
制
度
の

見
直
し
に
よ
る
改
正
。

小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一

部
改
正

　
融
資
期
間
の
延
長
の
特
例
措

置
や
借
換
条
件
の
緩
和
等
。

道
の
駅
条
例
の
一
部
改
正

　
道
の
駅
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
の

管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
が
行

う
等
。

昭
和
の
森
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
昭
和
の
森
山
荘
の
洋
室
２
部

屋
、
和
室
２
部
屋
を
ウ
ェ
ル
カ

ム
ベ
ビ
ー
の
お
宿
と
し
て
認

4
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定
、宿
泊
料
金
の
一
部
改
定
等
。

そ
の
他

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
路
線
の
起
点
と
終
点
に
変
更

が
生
じ
た
桂
坂
板
戸
線
外
14
路

線
の
廃
止
。

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
路
線
の
起
点
と
終
点
に
変
更

が
生
じ
た
桂
坂
板
戸
線
外
20
路

線
の
認
定
。

公
の
施
設（
道
の
駅
あ
ぐ
り
ー

む
昭
和
）の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を「
株
式
会
社

あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」と
す
る
。

公
の
施
設（
農
産
物
加
工
所「
飛

躍
」）の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を「
さ
く
ら
工

房
」と
す
る
。

補
正
予
算 

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
８
号
）

　
１
億
３
６
４
７
万
円
を
追
加

総
額

　
45
億
８
８
２
５
万
３
千
円

　
自
動
車
取
得
税
交
付
金
６
３

４
万
９
千
円
、
特
別
交
付
税
２

７
７
６
万
２
千
円
な
ど
を
増
額
。

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
３
４
１
３
万
１
千
円
を
減
額

総
額

　
14
億
２
０
９
２
万
９
千
円

　
療
養
給
付
費
等
負
担
金
１
１

４
３
万
６
千
円
、
財
政
調
整
基

金
交
付
金
２
６
８
４
万
５
千
円

な
ど
を
減
額
。

平
成
28
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
５
１
５
万
７
千
円
を
減
額

総
額

　
１
億
３
０
５
０
万
円

　
使
用
水
量
の
大
幅
な
減
少
に

伴
う
減
額
。

平
成
28
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

　
２
７
３
８
万
９
千
円
を
減
額

総
額

　
３
億
２
６
８
３
万
８
千
円

　
浄
化
槽
設
置
事
業
費
や
戸
別

浄
化
槽
管
理
費
な
ど
を
減
額
。

平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
１
２
３
万
３
千
円
を
減
額

総
額

　
７
億
８
２
８
３
万
９
千
円

　
ケ
ア
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
る
減
額
。

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

　
24
万
１
千
円
を
減
額

総
額

　
７
８
３
３
万
７
千
円

　
特
定
健
康
診
査
委
託
料
な
ど

を
減
額
。

発
　
議 

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や

人
材
確
保
へ
つ
な
げ
る
た
め
に

「
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
の

た
め
の
法
整
備
」の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
へ
提
出
す
る
。

若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

　
「
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
・

健
康
で
暮
ら
せ
る
社
会
」の
実

現
、
年
金
制
度
へ
の
信
頼
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に「
支
給
開

始
年
齢
を
こ
れ
以
上
引
き
下
げ

な
い
こ
と
」な
ど
を
求
め
る
意

見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
へ

提
出
す
る
。

5

道の駅「あぐりーむ昭和」
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総務民生常任委員会

　
「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
」を
審
査

　
町
村
で
は
議
員
へ
の
立
候
補

者
が
減
少
し
、
地
方
議
員
の
な

り
手
不
足
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
議
員
の
年
金
制
度
を
時

代
に
相ふ

さ
わ応
し
い
も
の
に
す
る
こ

と
が
、
議
員
を
志
す
新
た
な
人

材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
、
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加

入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
、

と
の
こ
と
か
ら
、
全
会
一
致
で

採
択
。

　
「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で

き
る
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め

る
請
願
」を
審
査

　
公
的
年
金
は
、
繰
り
返
さ
れ

る
支
給
額
の
削
減
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
高
齢
者
の
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。

　
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
若
者
た
ち
将
来
の
年
金
生

活
者
に
と
っ
て
も
不
安
を
広
げ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
が
安
心・安
全・

健
康
で
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、「
若
者
も
高
齢
者
も

安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
実
現

を
求
め
る
べ
き
」で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、全
会
一
致
で
採
択
。

予
算
案
を
慎
重
審
議

　
付
託
さ
れ
た
平
成
29
年
度

予
算
案
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納

税
に
係
る
特
産
品
返
礼
事
業
」

を
は
じ
め
、「
行
政
区
管
理
運

営
事
業
」、「
昭
和
の
森
施
設
管

理
事
業
」、「
庁
舎
耐
震
化
検
討

事
業
」等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
応
援
や
、

健
康
福
祉
事
業
な
ど
も
予
算
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
各
般
に
わ
た
り
質

疑
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

総務民生常任委員会を開催し、付託案件を審査。
村政一般、庶務、民生、保健、他の委員会に属さない事項を所管

第一保育園入園式 保健センターで乳児健診
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村
道
古
宮
追
分
線
は
主
要
幹

線
道
路
で
あ
り
、
大
型
車
両
の

通
行
が
多
い
道
路
で
あ
る
。
ま

た
、
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る

が
、
両
脇
の
側
溝
に
蓋
が
な
い

箇
所
が
あ
り
、
歩
行
者
、
通
学

児
童
が
車
両
往
来
時
に
身
を
守

る
際
、
足
を
踏
み
外
す
等
の
危

険
性
が
高
い
。
過
去
に
足
を
踏

　
下
宿
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
、

12
月
定
例
会
よ
り
継
続
審
議
と

な
っ
て
い
た「
道
路
拡
張
に
関

す
る
請
願
書
」を
審
査
。

　
現
状
道
路
を
拡
幅
す
る
案
は

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、

新
設
図
面
、
同
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。
建
設
費
と
利
用
度
が
焦

点
に
な
り
、
も
う
一
度
拡
幅
す

る
案
で
地
元
協
議
を
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
が
、審
議
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
採
択
。

　
森
下
鎌
沢
区
長
よ
り
提
出
さ

れ
た「
遍
照
寺
西
側
の
大
森
神

社
に
続
く
坂
道
の
脇
に
あ
る
雑

木
林
の
伐
採
の
お
願
い
」を
審

査
。

　
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、雑
木
、

竹
等
が
道
路
脇
ま
で
生
え
、
道

路
に
倒
れ
て
く
る
な
ど
通
行
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、

道
沿
い
の
木
や
竹
だ
け
を
抜
き

取
り
伐
採
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
。

◦�

近
隣
に
は
所
有
者
自
身
で
対

応
し
て
い
る
土
地
が
あ
る
。

◦�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
等
で
対
応
し
て
い
る
地
区

が
あ
り
、
当
該
地
区
も
そ
の

事
業
の
実
施
地
区
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
も
う
一

度
地
元
で
協
議
を
お
願
い
し
た

い
と
い
う
意
見
が
多
く
審
議
の

結
果
、賛
成
多
数
で
継
続
審
査
。

　
追
分
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

「
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所

の
整
備
改
修
工
事
及
び
溝
蓋
敷

設
工
事
の
陳
情
」を
審
査
。

文教産建常任委員会

請願書２件、陳情書１件を審議
教育、産業、経済、土木、建設、簡易水道、農業集落排水等に関する事項を所管

陳情箇所の確認（追分地区）

平成29年度予算付託案件を審査。全会一致で原案通り可決すべきものと決定
一般会計予算の歳出のうち

歳出 前年比 主なもの
４款２項環境衛生費 １億845万１千円 3,293万５千円減 水道料値上のため特別会計へ繰り出し等
６款農林水産業費 ７億2,782万４千円 1,423万５千円増 赤城北ろく改善事業等
７款商工費 976万９千円 76万１千円増 創業支援事業補助金等
８款土木費 ３億6,295万５千円 7,298万４千円増 道路、橋梁補修維持費等

10款教育費 ４億2,384万８千円 7,208万４千円増 中学校体育館改修、小中体育館トイレ改修土曜学習事業、子ども未来塾等
11款災害復旧費 496万９千円 14万９千円減 使うことが無いようにしたいですね！

み
外
し
落
下
す
る
事
故
も
あ
っ

た
と
聞
き
、
安
全
第
一
と
し
て

全
会
一
致
で
採
択
。

　
現
地
調
査
を
踏
ま
え
雨
水
等

の
適
切
な
対
応
を
講
じ
る
よ
う

当
局
に
要
請
し
た
。
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提出された議案等と賛否一覧
※○は賛成　　●は反対
※議長は、採決に加わらない。

林　

祐
司

藤
井
貞
充

藤
井
照
明

高
橋
隆
雄

永
井
一
行

横
坂
末
吉

加
藤
美
昭

髙
橋
曻
三

藤
井
富
夫

林　

幸
司

兵
藤
喜
孝

加
藤　

生

第１回定例会（平成29年３月７日〜17日）

承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成28年度一般会計補正予算
（第７号）） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第２号 職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第３号 税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第４号 介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第５号 小口資金融資促進条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第６号 道の駅条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第７号 昭和の森設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第８号 村道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第９号 村道路線の認定について ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第10号 昭和村公の施設（道の駅あぐりーむ昭和）の指定管理者の指定につ
いて ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第11号 昭和村公の施設（昭和村農産物加工所「飛躍」）の指定管理者の指定
について ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第12号 平成28年度一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第13号 平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第14号 平成28年度簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第15号 平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第16号 平成28年度介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第17号 平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第18号 平成29年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ● ○ −

議案第19号 平成29年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ● ○ −

議案第20号 平成29年度簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ● ○ −

議案第21号 平成29年度農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第22号 平成29年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ● ○ −

議案第23号 平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ● ○ −

発議第１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議第２号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書につい
て ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ −



平成29年４月15日・第84号

議
会
全
員
協
議
会
●
公
共
施
設
管
理
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　

既
存
公
共
施
設
の
改
修
・

更
新
に
向
け
て
維
持
管
理
・

償
却
等
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
計
画
を
策
定
。

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
推

進
事
業
実
施
要
綱
の
制
定
に

つ
い
て

　
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
」を
配
置
し
、
認
知

症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応

に
向
け
た
支
援
体
制
を
構

築
。

●
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
実
施
要
綱
・
指

定
事
業
者
の
指
定
に
関
す
る

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

　
65
歳
以
上
の
全
て
の
方
を

対
象
に
始
ま
る
新
し
い
総
合

事
業
で
、「
65
歳
以
上
の
全

て
の
方
が
利
用
で
き
る
一
般

介
護
予
防
事
業
」と
要
支
援

１・
２
の
認
定
を
受
け
た
方

や
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
り
該
当
に
な
っ
た
方
が
利

用
で
き
る「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」が
あ
る
。

　
３
月
定
例
会
中
の
全
協
で
の
協
議
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
。

１
月
27
日

●
昭
和
の
森
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

　
ゴ
ル
フ
場
、
山
荘
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

る
。

●
地
域
創
生
加
速
化
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

　
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
な
ど
ミ
キ
ハ
ウ
ス
子

育
て
総
研
と
の
連
携
事
業
を

実
施
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ

い
て

　
農
産
物
等
の
人
気
が
高
く

寄
付
額
が
増
加
す
る
見
込
み

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

●
道
の
駅「
あ
ぐ
り
ー
む
昭

和
」に
つ
い
て

　
回
廊
の
中
庭
整
備
に
つ
い

て
設
計
内
容
の
説
明
を
受
け

る
。

●
昭
和
の
湯
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
　
モ
ー
タ
ー
の
故
障
に
よ
る

ポ
ン
プ
の
停
止
、
修
理
に
つ

い
て
の
報
告
・
説
明
を
受
け

る
。

２
月
24
日

●
道
の
駅「
あ
ぐ
り
ー
む
昭

和
」の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
株
式
会
社
を
発
足
。
代
表

取
締
役
に
副
村
長
が
就
任
！

●
交
流
自
治
体
在
住
者
の
優

待
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
横
浜
市
、
取
手
市
、
玉
村

町
に
居
住
す
る
市
民
ま
た
は

町
民
の
方
は
、
村
内
施
設
使

用
料
を
村
民
料
金
と
す
る
。

●
別
荘
地
へ
の
路
線
バ
ス
の

乗
り
入
れ
に
つ
い
て

　
昭
和
の
森
山
荘
に
バ
ス
停

を
設
け
、
４
月
１
日
か
ら
路

線
バ
ス
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

３
月
10
日

●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

事
業
の
繰
越
明
許
に
つ
い
て

　
豪
雪
の
影
響
に
よ
り
工
事

期
間
が
延
長
す
る
こ
と
に
伴

う
交
付
金
の
繰
越
し
。

9

みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成26年12月２日　至　平成27年５月27日自　平成28年11月４日　至　平成29年２月22日

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

37 H28.11. ４ 村道上野関屋線の道路拡張に関する請願
（下宿地区） 下宿区長　　　　関上　　修 加藤美昭 文教

産建 採択

40 H28.12.16
請願書　遍照寺西側の大森神社に続く坂
道の脇にある雑木林の伐採のお願い（鎌
沢地区）

森下鎌沢区長　　三井田正夫 兵藤喜孝 文教
産建

継続
審査

41 H29. １.30 地方議会議員の厚生年金制度への加入を
求める意見書について

前橋市元総社町
群馬県町村議会議長会

会長　金井　佐則

総務
民生

採択
（意見書提出）

42 H29. ２.22
（郵送）

平成29年度「給与所得等に係る市町村民
税・道府県民税特別徴収税額の決定・変
更通知書（特別徴収義務者用）」への個人
番号記載の中止を求める陳情書

前橋市片貝町
群馬県保険医協会

会長　木村　　康

配布
のみ

43 H29. ２.22 若者も高齢者も安心できる年金制度の実
現を求める請願書

沼田市上沼須町
全日本年金者組合群馬県本部
利根支部支部長　林　　マツ

林　幸司 総務
民生

採択
（意見書提出）

44 H29. ２.22 陳情書　通学路における危険個所の整備改
修工事及び溝蓋敷設工事の陳情（追分地区） 追分区長　　　　岡田　政行 文教

産建 採択
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一般質問

畑灌の漏水対策について
村長　漏水37件、修繕費800万円

藤井　貞充 議員

赤
城
西
ろ
く
土
地
改

良
区
の
受
益
地
域

で
、
最
近
漏
水
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
る
。
冬
期
の
工

事
だ
っ
た
た
め
、
の
り
付
け

が
不
十
分
だ
っ
た
所
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
開
閉
バ
ル
ブ
の
ワ
ン
タ
ッ

チ
レ
バ
ー
の
使
用
に
よ
り
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
が
起

き
、
漏
水
に
よ
る
補
修
工
事

が
発
生
し
て
い
る
と
聞
く
が

状
況
を
伺
い
た
い
。

　
漏
水
に
つ
い
て
現
在
ま
で

37
件
対
応
し
、
修
繕
費
は

８
０
０
万
円
強
支
出
し
て
い

る
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
急
激
な
内
圧
を
受
け

る
こ
と
に
よ
る
漏
水
の
原
因

で
は
、
本
管
に
設
置
し
て
い

る
制
水
弁
の
開
閉
時
、
特
に

漏
水
修
理
後
の
通
水
時
に
時

間
を
か
け
て
制
水
弁
を
開
け

な
い
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン

マ
ー
や
エ
ア
ハ
ン
マ
ー
の
事

故
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
レ

バ
ー
の
使
用
を
禁
止
し
て
い

る
県
内
の
土
地
改
良
区
は
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
畑
灌
の

維
持
管
理
は
土
地
改
良
区
で

行
っ
て
お
り
、
利
用
者
に
は

急
な
開
閉
を
し
な
い
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

問

答
村　
長

根利川頭首工

有
害
ス
ラ
グ
対
策
は

大
同
特
殊
鋼
の
有
害

ス
ラ
グ
に
つ
い
て
、

村
内
で
は
７
ヶ
所
で
確
認
さ

れ
て
い
る
と
説
明
を
受
け

た
。
環
境
や
水
源
が
汚
さ
れ

て
は
大
変
だ
。

　
ま
た
、
昨
年
末
に
前
橋
地

検
で
産
廃
処
理
法
違
反
容
疑

で
書
類
送
検
さ
れ
た
大
同
特

殊
鋼
や
親
会
社
と
そ
の
幹
部

ら
５
人
は
容
疑
不
十
分
で
不

起
訴
処
分
に
な
っ
た
と
新
聞

で
読
ん
だ
。
そ
の
後
、
大
同

特
殊
鋼
の
対
応
に
変
化
が

あ
っ
た
か
伺
う
。

　
現
在
の
状
況
は
基
本
協
定

の
締
結
に
向
け
、
協
議
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
環
境
調
査
は
大
同
特

殊
鋼
の
調
査
に
よ
り
、
村
内

７
ヶ
所
の
内
、
１
ヶ
所
は
調

査
済
み
で
残
り
６
ヶ
所
は
大

同
特
殊
鋼
と
調
査
会
社
で
業

務
計
画
書
を
策
定
し
、
個
別

協
議
書
の
締
結
に
向
け
、
環

境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
第
７
分
団
の
詰
所

駐
車
場
の
ス
ラ
グ
撤
去
も
協

議
中
で
あ
り
ま
す
。
次
に
不

起
訴
処
分
後
の
大
同
特
殊
鋼

の
対
応
で
す
が
、
判
決
前
と

同
様
、
真
摯
に
対
応
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

問

答
村　
長
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一般質問

給付制など
村奨学金制度の拡充を

教育長　財政面も含め情報収集に努め
研究してまいりたい林　　幸司 議員

日
本
の
学
費
は
世
界

一
高
く
、
半
数
の
学

生
が
奨
学
金
を
借
り
、
平
均

３
０
０
万
円
の
借
金
を
背
負

う
卒
業
は
、
先
進
国
で
も
異

常
。

　
給
付
制
を
含
め
大
学
等
へ

の
奨
学
金
制
度
の
実
施
と
、

高
校
教
科
書
代
、
通
学
費
等

へ
の
補
助
を
求
め
る
。

　
高
校
の
み
年
額
13
万
２
千

円
３
年
間
無
利
子
で
す
が
、

利
用
者
が
な
く
、
金
額
や
制

度
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
新
た
に
大
学
等
へ
の
制
度

創
設
、
返
済
不
要
奨
学
金
、

高
校
補
助
も
含
め
調
査
、
研

究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

若
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

村
へ
戻
る
き
っ
か
け
と
な
る

制
度
構
築
が
必
要
。
人
づ
く

り
、
人
口
減
少
対
策
等
、
効

果
を
含
め
政
策
課
題
と
し
て

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問答
教
育
長

い
じ
め
は
人
権
侵
害･

暴
力
で
す
。
現
状
と
対
策
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

貧
困
と
格
差
拡
大
、

弱
肉
強
食
、
競
争
教

育
な
ど
の
反
映
で
い
じ
め
が

深
刻
化
。
現
状
と
対
策
、
対

応
組
織
、
法
の
問
題
点
を
伺

い
た
い
。

　
今
年
度
、
小
中
３
件
ず
つ

認
知
し
、深
刻
化
前
に
改
善
。

　
村
と
各
学
校
で
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
を
定
め
、
組
織

的
に
対
応
。
児
童
生
徒
自
ら

実
行
し
、
い
じ
め
防
止
子
ど

も
会
議
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

国
の
支
援
を
受
け
て

都
会
か
ら
若
者
を
受

け
入
れ
る
制
度
で
あ
り
、
県

内
で
も
40
人
が
活
躍
し
て
い

る
。
村
活
性
化
策
と
し
て
事

業
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
い
じ
め
防

止
対
策
推
進

法
に
よ
り
組

織
や
体
制
が

で
き
ま
し
た

が
、
日
弁
連

の
指
摘
に
も

配
慮
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
体
制
や
環
境
を

整
え
、
定
住･

就
職
支
援
も

用
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
募

集
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
利
根
沼
田
で
も
10
人
が

活
躍
、
大
変
良
い
事
業
で
も

あ
り
、
研
究･

検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
村　
長

答
村　
長

問

問

答
教
育
長

いじめ防止子ども会議

利根沼田市町村の現状(年額換算貸与額)
高　校 大学等

沼　田　市 24万円 60万円
みなかみ町 24万円 24万円
片　品　村 なし 54万円
川　場　村 60万円 なし
昭　和　村 13.2万円 なし
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視調話視　察・調　査・トピックス常任委員会で合同視察
　
２
月
７
日
～
８
日
の
２
日
間
、
総
務
民

生
常
任
委
員
会
、
文
教
産
建
常
任
委
員
会

に
よ
る
合
同
研
修
会
を
実
施
。

　
茨
城
県
取
手
市
は
、平
成
19
年
３
月
に
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、現
在
、

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
先
は
、
昭

和
村
を
含
む
８
つ
の
自
治
体
と
締
結
。
な

お
、
取
手
市
内
で
は
88
の
自
主
防
災
会
が

組
織
さ
れ
、
組
織
率
は
80
％
以
上
。
取
手

市
議
会
災
害
対
応
規
程
を
整
備
し
、
災
害

時
の
取
手
市
議
会
議
員
の
対
応
等
も
定
め

て
い
る
。

　
農
地
が
足
り
な
い
昭
和
村
農
業
の
一
助

と
す
る
た
め
、
太
陽
光
を
利
用
し
た
ト
マ

ト
工
場
や
人
工
光
を
利
用
し
た
リ
ー
フ
レ

タ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
等
の
水
耕

栽
培
工
場
が
あ
る
千
葉
大
学
の「
柏
の
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
植
物
工
場
」を
視
察
。

　
異
業
種
か
ら
の
研
究
参
入
が
多
く
見
ら

れ
た
が
、
初
期
投
入
経
費
が
莫
大
で
あ

り
、
収
量
、
経
費
、
栽
培
技
術
、
販
路
等

の
課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
品
質
、
農

薬
経
費
減
、
気
象
災
害
が
無
く
安
定
生
産

が
可
能
で
、
大
都
市
近
郊
で
の
経
営
に
よ

り
運
賃
が
か
か
ら
な
い
等
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
行
く
べ

き
と
感
じ
た
。

　
２
月
21
日
、
群
馬
県
町

村
議
会
議
長
会
の
定
期
総

会
に
お
い
て
自
治
功
労
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
議
会
で
は
議
会
議

員
10
年
以
上
在
職
者
と
し

て
髙
橋
曻
三
議
員
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

学校給食試食会髙橋曻三議員が受賞
　
１
月
25
日
、
給
食
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
給

食
試
食
会
に
議
員
全
員

で
参
加
し
ま
し
た
。

飲料水の備蓄（取手市）

人工光によるリーフレタス栽培
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追跡
シリーズ　　
27若

い
人
の
新
築
住
宅
取
得
に
１
０
０
万
円
の
助
成
を

（
平
成
25
年
12
月
定
例
議
会
一
般
質
問
）

　

議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん

か
ら
の
請
願
や
陳
情
は
議
会
採
択
後
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
す
。

問

答

　若い人たちが昭和村に定住し、人口の増加を図り活力ある村づく
りを推進していくために昭和村若者定住促進新築住宅等取得助成事
業を実施して頂きたい。
　助成金額は概ね100万円を限度とし、45歳未満、住宅取得等に
１千万円以上の費用を要し、床面積が280㎡以下であり、昭和村に
住所を有し、地元自治会に加入するなどの条件を満たした方に交付。

　定住化促進や人口増加を図る上で新築住宅への助成事業は非常に
有効的な事業ではないかと考えておりましたので、調査研究をする
ように職員に指示をし、今後取り組んでいきたい。

その後
定住に伴う新築住宅建設補助金交付条例の制定
　本村に定住するため、新たに住宅を建設する人に補助金を交付
し、人口の増加を図ることを目的とする。
　総床面積が50㎡以上200㎡未満であり、配偶者を有する世帯責
任者の年齢が45歳以下であること。また、村税等に滞納がなく、
10年以上定住すること等が要件である。
建設補助金（平成26年４月１日～平成31年３月31日）
①村内業者の施行による新築住宅の場合
　　　　　　　　　　　　　 100万円
②村外業者の施行による新築住宅の場合
　　　　　　　　　　　　　　80万円

（補助金の交付）
平成26年度　21件
平成27年度　14件
平成28年度　10件
　合計　45件

　この事業が人口の増
加につながることを願
うところであります。

〈問合せ〉
建設課整備係
☎24-5111

あ
の
問
題
は
今
…



将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

諸
田　
秀
美
さ
ん

　
昭
和
村
に
嫁
い
で
20
年
以
上

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
子
ど

も
達
は
、
村
内
の
保
育
園
・
小

中
学
校
で
お
世
話
に
な
り
、
今

は
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
昭
和

村
の
自
然
の
中
で
体
験
す
る
行

事
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
特

に
中
学
校
の
職
場
体
験
で
は
、

村
当
局
と
各
事
業
所
の
方
々
の

協
力
を
得
て
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
頂
き
、
将
来
の
目
標
を

考
え
る
上
で
大
変
役
立
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
に
都
市
部
へ
魅
力
を

感
じ
、
昭
和
村
を
離
れ
て
し
ま

う
若
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
の
中
、
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
※
）化
に
伴
い
、

多
額
の
教
育
費
を
負
担
し
て
頂

い
て
い
ま
す
が
、「
教
育
は
将

来
へ
の
投
資
」と
い
う
考
え
方

を
重
視
し
て
頂
き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
将
来
、

昭
和
村
で
育
っ
た
子
ど
も
達

が
、
自
然
豊
か
な
暮
ら
し
の
良

さ
を
思
い
出
し
、
戻
っ
て
き
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

（
※
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
情
報
通
信
技
術

 

新
防
災
無
線
の
改
善
の
お
願
い

石
井　
隆
志
さ
ん

　

昭
和
村
議
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
よ
り
良
い
村
づ
く
り

の
た
め
に
御
尽
力
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
昭
和
村
議
会
に
の
ぞ
む
こ

と
」に
つ
い
て
書
い
て
欲
し
い

と
頼
ま
れ
、
何
を
書
こ
う
か
と

悩
み
ま
し
た
が
防
災
無
線
に
つ

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
30
日
よ
り
新
防
災

無
線
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
の
道
路
愛
護
の
時
に

は
、
音
が
小
さ
く
な
っ
た
、
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
、
聞
こ
え
な
い
等
の
意
見
も

耳
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
新
防
災
無
線
の
改
善

と
し
て
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

増
設
及
び
各
地
区
集
落
セ
ン

タ
ー
等
に
設
置
し
た
個
別
受
信

機
の
各
戸
無
料
配
布
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
個
別
受
信
機
は
再
生
ボ

タ
ン
が
あ
り
聞
き
逃
し
た
情
報

を
何
時
で
も
何
度
で
も
聞
き
直

す
こ
と
が
出
来
る
優
れ
も
の
で

す
。

　
実
現
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

子
ど
も
達
の
た
め
に
思
う
こ
と

大
河
原
幸
三
さ
ん

　
私
が
昭
和
村
に
来
て
30
年
を

過
ぎ
、
一
般
の
公
務
員
や
会
社

員
な
ら
定
年
を
迎
え
る
歳
で

す
。
近
所
の
人
た
ち
や
お
客
様

に
支
え
ら
れ
、
今
ま
で
商
売
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
少
し
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
達
に
何
を
残
し
て

や
れ
る
か
と
か
、
子
ど
も
達
の

負
担
に
な
ら
な
い
様
に
老
後
を

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
な
ど
、
つ

い
考
え
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
ら
れ
れ
ば
良
い
で
す
が
、
い

ず
れ
は
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
動

く
の
が
容
易
で
な
い
状
態
に
な

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
つ
か

は
子
ど
も
や
福
祉
施
設
の
お
世

話
に
な
る
と
き
が
く
る
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、我
々

の
年
代
は
と
て
も
人
口
が
多
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
福
祉
施
設

な
ど
の
充
実
を
考
え
れ
ば
莫
大

な
税
金
が
必
要
に
な
り
、
子
ど

も
や
孫
へ
の
間
接
的
な
負
担
に

な
る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
は
借
金
大
国
で
も
、
そ

の
借
金
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
国

内
で
の
負
債
と
い
う
こ
と
で
、

世
界
的
に
は
日
本
円
は
信
頼
性

も
高
く
、
今
は
恩
恵
も
色
々
と

受
け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
自

国
内
の
借
金
で
も
返
済
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
や
孫
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
、
税
金
の
無
駄
は
省

い
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

声声
聞きたい、知りたい

みん
なの
みん
なの

（永井上組）

（南内出）

（滝久保）

　

今
回
は
、
４
名
の
方
に

「
議
会
に
望
む
こ
と
」に
つ

い
て
の
声
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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参
加
し
や
す
い
消
防
団
と
は

林　
　
充
寛
さ
ん

　
私
は
昭
和
村
で
農
業
を
営
ん

で
お
り
、
平
成
28
年
度
は
地
元

消
防
団
の
分
団
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

そ
の
年
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会（
小
型
の
部
）に
出
場
し
、

県
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
際
は
村
の
皆

様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
は
仲
間
と
一
体

に
な
れ
る
経
験
が
で
き
、
ま
た

災
害
時
に
は
地
元
を
守
る
地
域

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

組
織
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、

負
担
が
大
き
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
以
前
、
昭
和
村
出

身
で
村
外
に
居
住
し
て
い
る
人

に
、
昭
和
村
に
住
ま
な
い
の
か

と
聞
い
た
と
こ
ろ「
村
に
住
ん

だ
ら
消
防
団
に
誘
わ
れ
、
入
っ

た
ら
何
歳
に
な
っ
て
も
辞
め
ら

れ
な
い
。
若
い
と
き
は
良
い
が

仕
事
も
家
庭
も
大
変
な
40
代

に
な
っ
た
ら
負
担
が
大
き
い
」

と
い
う
返
事
で
し
た
。
大
事
な

組
織
な
の
に
、
そ
れ
が
嫌
で
昭

和
村
に
住
ま
な
い
人
が
増
え
て

は
先
細
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
確
か
に
、
人
が
少
な
く
定

数
に
足
り
な
い
地
域
で
は
、
何

歳
に
な
っ
て
も
辞
め
ら
れ
ず
負

担
が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
は
少
子
化
の
現
代
に
合

わ
せ
た
体
制
作
り
、
例
え
ば
定

年
制
に
し
て
足
り
な
い
分
は
自

警
団
で
定
数
に
す
る
、
ま
た
は

定
数
自
体
を
見
直
す
な
ど
対
応

を
考
え
て
い
く
こ
と
も
組
織
存

続
の
た
め
に
必
要
か
と
思
い
ま

す
。

（生越）

15

25日

27日

5日

7～8日

9日

11日

13日

15日

18日

21日

22日

23日

24日

1日

7日

8日

9日

10日

12日

13日

14日

15日

17日

21日

23日

24日

25日

29日

30日

4日

5日

6日

7日

22日

●学校給食試食会

●中学生海外派遣推進委員会
●議会全員協議会
●FMOZE賀詞交歓会

●ピンポンフェスティバル

●議会視察研修（千葉県柏市・茨城県
取手市）

●利根沼田地域県政懇談会

●スポーツ食育セミナー
●ウィンターフェスティバル2017

●定例議長会
●広域圏議員協議会
●学校組合議員協議会

●野菜料理レシピコンテスト審査会

●生涯学習大会

●県町村議会議長会定期総会

●国民健康保険運営協議会

●簡易水道運営協議会
●議会運営委員会

●議会全員協議会
●広域組合議会定例会

●学校組合議会定例会
●沼田市外二箇村清掃施設組合議会
定例会

●議会広報編集特別委員会

●第１回昭和村議会定例会
●本会議（初日）

●議会全員協議会

●議会全員協議会

●議会全員協議会

●村民芸能祭

●昭和中学校卒業式
●本会議（第２日）

●文教産建常任委員会

●総務民生常任委員会

●本会議（最終日）

●議会広報編集特別委員会

●東小学校・南小学校・大河原小学校
卒業式

●商工会役員との意見交換会

●第一保育園・第二保育園・子育保育
園卒園式

●議会広報編集特別委員会

●家族経営協定調印式

●議会広報編集特別委員会

●第一保育園・第二保育園・子育保育
園入園式

●玉村町議会との交流会(玉村町)

●昭和中学校入学式
●東小学校・南小学校・大河原小学校
入学式

●村の木「さくら」記念植樹

４月

２月

１月 ３月
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私
た
ち
川
額
上
組
育
成
会
は
、
川
額

八
幡
宮
の
夏
祭
り
で
の
子
ど
も
御
輿
・

夏
休
み
の
旅
行
・
八
幡
宮
豊
年
祭
り
・

村
の
カ
ル
タ
大
会
や
卓
球
大
会
へ
の
参

加
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
毎
年
９
月
28
・
29
日
に
行
わ
れ
る
川
額
八
幡
宮
豊
年
祭
り
で
は
、

中
学
生
男
子
を
中
心
に「
つ
っ
か
け
ま
ん
ど
う
」で
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
８
月
に
入
る
と
ま
ん
ど
う
長
の
も
と
に
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
で

武
将
や
ハ
チ
マ
キ
の
色
を
決
め
て
約
２
ヶ
月
か
け
て
ま
ん
ど
う
作
り
を
し

ま
す
。
ま
ん
ど
う
は
心
棒
と
い
う
木
の
柱
に
武
将
の
人
形
を
乗
せ
て
細
い

竹
の
棒
で
人
形
を
守
る
よ
う
に
包
み
込
み
ま
す
。
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
50
キ
ロ
に
も
な
る
ま
ん
ど
う
を
中
学
生
１
人
が

担
ぎ
、
上
組
、
下
組
の
２
体
の
ま
ん
ど
う
を
ぶ
つ

け
合
い
ま
す
。と
て
も
激
し
く
ぶ
つ
け
合
う
の
で
、

子
ど
も
た
ち
や
周
り
で
見
て
い
て
く
だ
さ
る
方
々

に
ケ
ガ
が
な
い
よ
う
に
育
成
会
役
員
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　
代
々
親
か
ら
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
行
事
の

ひ
と
つ
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
川
額
八
幡

会
や
婦
人
会
、
若
妻
会
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の

お
か
げ
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
数
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
が
、
伝
統

あ
る
つ
っ
か
け
ま
ん
ど
う
を
こ
れ
か
ら
先
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 人

地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
39

材料（４人分）
アスパラ…100ｇ、うど…100ｇ、人参…50ｇ、こんにゃ
く…100ｇ、酢…大さじ１、【和え衣】厚揚げ…140ｇ、
A［白すりごま…大さじ２、みそ…大さじ１(18ｇ)、
マヨネーズ…大さじ1.5(20ｇ)］

作り方
①�アスパラは斜め切りにする。うどは厚めに皮をむき、

斜め切りにする。人参は３㎝長さの少し太めの千切り
にする。こんにゃくは短冊切りにし、塩もみしておく。

②�鍋に湯を沸かし、酢大さじ１を入れ、うどをさっと茹
でてざるに取り出し、冷ます。同様に同じ湯でアスパラ、
人参、こんにゃくを順に茹でて、ざるにあげて冷ます。

③�厚揚げは熱湯をかけ、すり鉢でよくすりつぶし、Aを
加えて混ぜ、和え衣をつくる。

④�③の和え衣と、具材を混ぜ合わせる。

栄養価 （１人分）
エネルギー：133kcal、塩分：0.6g

・具材の水気はしっかり切っておきましょう。
・�和え衣に厚揚げを使うことで、豆腐の水切りが不要で、

また厚揚げの風味で薄味でもおいしく食べられます。
・他の野菜にかえて、応用してみましょう。

春の健康ちょこっとレシピ　（昭和村管理栄養士　田中　梨紗）

川
額
上
組
育
成
会 

前
会
長　

唐
澤 

徹
也
さ
ん

春
野
菜
と
こ
ん
に
ゃ
く
の
白
和
え

16

　
今
年
の
冬
は
降
雪
が
多
か
っ
た
が

大
き
な
雪
害
も
な
く
、
一
安
心
し
ま

し
た
。
雪
解
け
も
終
わ
り
、
苺
の
出

荷
、
レ
タ
ス
の
定
植
、
ほ
う
れ
ん
草

の
播
種
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
地
拵
え
と

農
作
業
の
繁
忙
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
、
入
学
、
進
学
、
新

社
会
人
と
な
り
、
新
た
な
出
会
い
が

始
ま
り
ま
す
。

　
議
会
で
も
平
成
29
年
度
予
算
も
原

案
通
り
可
決
し
、
誰
も
が
住
み
良
い

昭
和
村
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。昨
年
度
、防
犯
カ
メ
ラ
を
７
ヶ
所

増
や
し
、
合
計
27
ヶ
所
と
な
り
安
心

安
全
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
何
ら
か
の
災
害
が
来
て
い
る

よ
う
な
昨
今
で
す
が
、
今
年
こ
そ
災

害
が
な
く
平
安
な
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

            

横
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記
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会
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報
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集
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委
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長　
藤
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副
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委　
　
員

　
　
永
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（宮貝戸）

いざ出陣！


